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室長 林 和弘

「科学技術・イノベーション政策の検討に資するエビデンス構築に向けて
―社会の大転換期に政策研究は何ができるか―」
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EU:
• ヨーロピアン・オープン・サイエンス・クラウド（ESOC）が2018年に
設立。

• Horizon Europeの枠組みでは研究データはFAIR原則に基づき、
「できるだけオープンに、必要に応じてクローズド」 にし、また研究データ
マネージメントを必須とする。

豪州：
• オーストラリア・リサーチ・データ・コモンズ（ARDC）を立ち上げ，
研究データを中心とした情報基盤を構築中。

米国：
• 米国国立標準技術研究所(NIST)は研究データフレームワークの
設立を検討中。

• OSTPはデータのアクセスや共有の在り方についてパブコメを実施。
NIHがデータマネージメント＆シェアリングポリシーを策定。

出典：国立情報学研究所 山地一禎教授 提供資料

ICTの活用により知識をオープンにし，研究の加速化や新たな知識の創造などを促す
オープンサイエンスの動きが活発化

ヨーロピアン・オープン・サイエンス・クラウド

オープンサイエンスの潮流

G7：
• オープンサイエンスWGを設置（EUと日本が共同議長）。

2016年より毎年WS等を開催。

OECD：
• 公的資金による研究データアクセスに関する理事会勧告（2021年

1月）

UNESCO：
• オープンサイエンス勧告（2021年12月）

林が
諮問委員等

専門家として貢献



国際的な共通課題となったオープンサイエンス

G7 Research Compact

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100200013.pdf
https://en.unesco.org/science-sustainable-future/open-science/recommendation
https://council.science/current/news/open-science-and-the-unesco-initiative/
https://www.un.org/en/library/OS21

UNESCO
ISC

(International Science Council)

UN

新しいイノベーション基盤に

193 Countries

support

Open Science WG

support
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格差社会の解消、新しい知の営み

先進国としてのリーダーシップ
（研究力、産業）

国際社会のリーダーシップ
（外交、教育）
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https://council.science/current/news/open-science-and-the-unesco-initiative/


オープンサイエンスの構成要素とビジョン

UNESCO勧告より

◼ より開かれた科学知識
◆ 論文以外の様々な成果もオープンに

◼ オープンサイエンス基盤（インフラ）
◆ 人と機械が読めるインフラ整備

◼ 社会的アクターのオープンな関与
◆ 市民の参画による新しい研究スタイル

◼ 他の知識システムとの開かれた対話
◆ 先住民や地域が持つ伝統的な知識の
導入と活用
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さらに
Openな
基盤

ルネサンス・科学革命・産業革命の基盤

社会変革
新しい制度・ゲーム



本発表全体の背景と概要

◼ オープンサイエンスは社会変動の駆動力の一つ

◆ UNESCO,G7等の主要アジェンダ：情報格差解消やイノベーションを加速させるものとして注目

◼ オープンサイエンス政策は包括的な科学，社会，科学と社会の変容を見越し，研究成果（知識）
の幅広い波及に着目

◆ 研究データの共有に重点がおかれつつも、2022年度は論文のオープンアクセス（OA）も再注目を
浴びた（米国OSTP指令等）

◼ 実際の研究のあり方，研究成果自体も変えつつある状況をいかに定量的に把握するか

◆ 変容のシグナルをつかむための定期的なモニタリングの重要性

◆ これからの変容に関しては指標化を目指す前段階のモデル化が求められる段階
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背景

A) オープンアクセス（OA）とプレプリントの利活用と認識に関する調査2022

◆ 分野別を含め、OAとプレプリントの受容と利活用の実態を調査

B) 研究活動におけるオープンソース・データの利用に関する簡易調査

◆ プレプリントに言及されているオープンソース・データの言及からその利活用状況を把握

今回の発表概要



A OAとプレプリントの利活用と認
識に関する調査2022

https://doi.org/10.15108/rmxxx



OAとプレプリントの利活用と認識に関する調査2022
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１．調査方法と対象

◼ 調査⽅法︓オンライン質問紙調査（Cuenote）

◼ 調査対象︓NISTEP科学技術専⾨科ネットワーク

✓ 紹介によって選出される産学官の研究者、技術者、マネージャーなど 約2,000名の専⾨家集団

✓ 多分野かつ幅広い年齢層の回答者が含まれる

https://www.nistep.go.jp/activities/st-experts-network

◼ 調査期間︓2022年7⽉19⽇〜8⽉22⽇

✓ 予備調査︓2022年6⽉7⽇〜6⽉20⽇

✓ リマインダ︓未回答者を対象として7⽉27⽇、8⽉1⽇に送信

◼ 依頼⽅法︓E-mail

✓ 多重回答を防ぐために個別URLを設定

✓ 回答は１回のみ可能

◼ 回答率︓70.2%

✓ 依頼︓1,671名

✓ 有効回答︓1,173名 2年おきに、調査、内容や対象を拡大中

http://www.nistep.go.jp/activities/st-experts-network


回答者の概要（n=1,173）

年代 回答者数 ⽐率

30代以下 256 21.8%

40代 600 51.2%

50代 241 20.5%

60代以上 76 6.5%

合計 1,173 100.0%

所属

年齢層研究分野
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論⽂とPPの公開経験（n=1,104）

論⽂

PP
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分野別：PPの⼊⼿経験と公開経験

Pearsonの相関係数 0.83, p<0.01
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論⽂・PPを公開していない理由

論⽂ プレプリント

2022 1 資⾦がないから 1 PPを公開する必要性を感じないから

/20 2 投稿したい雑誌がOAではないから 2 最初に査読誌に投稿したいから

OAではない発表方式の方が望ましいと思うから

2020

か
ら
増
加

時間がないから

特に理由はない

業績にならないから

リポジトリなどの公開⼿段がないから

⿊字＝内的要因、⾚字＝外的要因
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業績として評価されている出版形態

出版形態 選択率が⾼い分
野

選択率が低い分野

プレプリント**
⽣物科学、数
学、 物理学・
天⽂学

⼯学

書籍*** HSS（⼈⽂学・社会科学） 医学、⽣物科学

査読付き論⽂／レビュー論⽂* ⼯学、HSS

査読付き会議録***
計算機科学、⼯学、
物理学・天⽂学

⽣物科学、地球科学、
HSS、医学、化学

テクニカルレポート 農学、⼯学 ⽣物科学、化学

研究データ*** 地球科学

プログラムコード、ソフトウェア*** 計算機科学、地球科学

特許*** ⼯学、農学
HSS、物理学・天⽂学、
⽣物科学、数学、地球科学

p<.05 *, p<.01 **, p<.001 ***

2023年3月に調査資料として公開予定
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B 研究活動におけるオープンソース・
データの利用に関する簡易調査 [調査
資料 No.324]

https://doi.org/10.15108/rm324



1. オープンサイエンス・DXによる研究プロセスと成果公開の変化
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未着⼿

データやコードの公開
（オープン データ/ソース）実験など 執筆 論文出版プレプリント

引用元・
投稿先のチェックなど履歴・成果など

15



研究活動におけるオープンソース・データの利用に関する簡易調査 [調査資料 No.324] （2023年1月）概要

〇 研究成果における OSS※を含む，オープンデータ利用度合いの定量把握を目的とした分析

〇 利用度合いに対する期待およびデータ取得の容易性から，物理・情報系のプレプリントサーバarXivのデータを対象
・ オープンデータ以前に，論文中に何らかのDOIを記載するものの割合は徐々に伸びている

・ 分野特性とあいまって OSS(github) に関する言及は全体の2割を超えるなど，既存研究の分析とも一致する傾向 (国別は本報の差分)

・ オープンデータ (Zenodo，Figshare) の利用については，未だ黎明期にあり，引き続きの動向観察が期待される

【政策等への示唆】
・ 第6期STI基本計画に記載のある，DXによる研究活動の変化に関する分析手法・指標になる可能性
・ 日本に着目した場合，DOIの普及割合に対して OSSの利用度合いが低く，他国とは異なる傾向を有する
・ オープンデータ利用が進むことは論を待たないが，プラットフォームはまだ発展途上にあり，今度の動向には要注目

URL: https://doi.org/10.15108/rm324 16
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（その他）研究データの利活用に関するモニタリングも継続中
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データの公開経験

n 2 0 1 6 /2 0 1 8年調査と⽐較して， 公開率がやや低下

n 低下の要因

uアンケートシステムの変更に伴う質問⽅法が変更されたことによるもの

u回答者の揺れ（ 同⼀回答者の、同⼀システム・同⼀質問の
2016/2018年調査でも⽭盾あり、データ公開以外の項⽬も⽭盾あり）

22

分野別データ公開経験と論⽂の公開経験

23

n データ公開経験とOA経験に有意な相関はなし

n いずれも⾼いのは地球科学・数学， いずれも低いのは⼯学

n OA率が⾼いのは社会科学・⼈⽂学， データ公開率が⾼いのはCS

データマネジメントプラン( DMP)の作成経験

n 作成経験をもつ研究者の⽐率がわずかに増加

n 「わからない」の選択率が増加

24



まとめ

◼ オープンサイエンス政策は包括的な科学と社会の変容を見越し，研究成果（知
識）の幅広い波及に着目

◆ 具体の政策としては、論文や研究データの利活用促進による科学技術・学術の進展とイノ
ベーションの加速に注目

◼ この潮流を踏まえ，NISTEPでは，研究論⽂（OA），プレプリント、研究データ
の利活用に関する調査を実施し、変容のモデル化や指標化に取り組んでいる

A) オープンアクセス（OA）とプレプリントの利活用と認識に関する調査2022

✓ OAとプレプリントの受容と利活用は進展

✓ 分野別に比較的大きな差が存在しており、プレプリントを業績として認める動きのある分野も

✓ OAとプレプリントそれぞれの公開阻害要因なども明らかに

B) 研究活動におけるオープンソース・データの利用に関する簡易調査

✓ オープンデータ以前に，論⽂中に何らかのDOIを記載するものの割合は徐々に伸びている

✓ 分野特性とあいまって OSS(github) に関する言及は全体の2割を超えるなど，既存研究の
分析とも一致する傾向

✓ オープンデータ (Zenodo，Figshare) の利用については，増加中ではあるが未だ黎明期
にあり，引き続きの動向観察が期待される
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（参考）オープンサイエンスが目指す位相の変化と遷移状態

Base chart: https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Activation_energy.svg

これまでの研究の
エコシステムは
依然重要

新しいパラダイム
（次世代）に
どう繋ぐかも意識

現在地

Print-based

Digital native

Paper, citation

Research data, 
network analysis

Artifacts?
Blockchain?

変化を漸次的に促すプレプリント

変化の1到達点としての
研究データ共有・公開

（5-10年の計） （100年の計）
• 論文やプレプリントを調査することで漸次的な変化を捉え
• 研究データ共有・公開を調査することで、非連続な変化を捉える

19



（参考）オープンサイエンス政策への貢献と実践

20

オープンサイエンスがもたらす科学と社会の変容を政策と実践の両面から促し、モニタリングする調査研究

国際的なデータ共有の
共通質問紙の検討

国際的な活動への貢献
調査、ガイドライン作りへの協力

草の根活動への参画と
政策への橋渡し

国内啓発活動
シチズンサイエンス

学術関連コミュニティとの対話
政策への橋渡し

NISTEP共催イベントの開催等

データを公開する場合の懸念の強さ
（n=1,396,2016調査）

啓発
ルールづくり

実践
事例づくり

政策立案者
向け

研究者、
実践者向け

https://doi.org/10.15108/rm268

G7 オープンサイエンスWGワークショップ
（2019.6)

研究データ公開と論文のオープンアクセスに関する実態調査

専門家派遣

研究データリポジトリ
に関する小委員会ガ
イドラインを内閣府
版の草案に

科学技術基本計画および統合イノ
ベーション戦略策定への協力

国内政策作りのサポート
エビデンス提供

共同議長国の専門家としてとし
て企画運営をサポート

RDA（研究データ
連盟）の当該IGの

共同議長

多様な分野やセク
ターとの対話



（参考）UNESCO「オープンサイエンスに関する勧告」の概要

Ⅰ 勧告の目的

オープンサイエンスにおける学術分野や地域の違いや、科学者やその他関係者における学問の自由及びジェンダー変
革的なアプローチ、その他特別な課題を考慮した、国内外のデジタル、技術及び知識の格差縮小に貢献するオープン
サイエンスの政策や実践のための国際的な枠組みの提供。

Ⅱ オープンサイエンスの定義

多言語の科学的知識を誰もがオープンに入手しアクセスし再利用することを可能にし、科学と社会の利益のために科
学的協力や情報共有を増大させ、従来の科学コミュニティを超えて、科学的知識の創造、評価、伝達のプロセスを関
係者に開放することを目的とした、様々な行動や実践を組み合わせた包摂的な概念。

Ⅲ オープンサイエンスの中核的な価値

①質及び誠実性、②集団的利益、③公平と公正、④多様性と包摂性

Ⅳ 行動の分野

①利点と課題を伴うオープンサイエンス及びオープンサイエンスへの多様な道筋についての共通理解の促進

②オープンサイエンスを可能にする政策環境の整備

③オープンサイエンスのインフラとサービスへの投資

④オープンサイエンスのための人的資源、トレーニング、教育、デジタルリテラシー、能力開発への投資

⑤オープンサイエンスの文化の醸成、オープンサイエンスへのインセンティブの調整

⑥科学的プロセスの各段階におけるオープンサイエンスのための革新的なアプローチの促進

⑦オープンサイエンスの文脈におけるデジタル、技術、知識の格差縮小のための、国際的かつ多面的な利害関係者と
の協力の促進

Ⅴ モニタリング

加盟国は、その個別の事情やガバナンス構造及び憲法上の規定に従い、定量的および定性的なアプローチを適宜組
み合わせて、オープンサイエンスに関連する政策及び仕組みをモニタリングすべきである。

（上記勧告に法的拘束力はなし）

• 我が国では、第5期科学技術基本計画より「オープンサイエンスの推進」を謳っており、第6期計画においてもデータポリシーの策定状況等具体の目
標設定を掲げ、イノベーション基盤整備の重要な項目としてオープンサイエンスの積極的な推進を取り入れている。

• また、公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方(国のデータポリシー)において、メタデータ共通項目の設定や研究データ
基盤システム(NII RDC)を研究データ管理・利活用の中核的なプラットフォームとして定めている。 21
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